
Ｄ
ラ
ン
ク

円
の

だ
が
、
参
議
院
選
挙
を
と

三
人
が
決
意
表
明
を
行
い
、

訴
え
、
公
務
員
賃
金
の
改

21

引
上
げ
を
答
申
し

お
し
て
新
た
な
共
同
と
運

全
教
青
年
部
の
板
橋
部
長

善
と
、
配
偶
者
手
当
改
悪

た
。
二
〇
一
〇
年

動
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
」

は
、
東
京
で
生
ま
れ
、
育

を
許
さ
な
い
と
力
強
く
訴

以
来
最
高
額
と
い

と
さ
ら
な
る
奮
闘
を
呼
び

ち
、
小
学
校
教
師
と
し
て

え
ま
し
た
。

う
が
、
こ
れ
で
は

か
け
ま
し
た
。

暮
ら
し
を
す
る
こ
と
の
経

日
本
経
済
も
回
復

済
的
厳
し
さ
を
、
住
宅
ロ

行
動
最
後
の
銀
座
デ
モ

に
む
か
う
は
ず
が

○
人
事
院
包
囲
行
動

ー
ン
や
保
育
園
料
、
自
費

で
は
、
貧
困
と
格
差
の
是

な
い
。
公
務
部
会

人
事
院
包
囲
行
動
で
は
、

教
材
を
差
し
引
く
と
手
元

正
、
非
正
規
雇
用
の
劣
悪

も
交
渉
を
重
ね
て

全
国
か
ら
集
約
さ
れ
た
人

に
は
給
料
の
三
分
の
一
し

な
労
働
条
件
の
改
善
と
正

い
る
が
、
人
事
院

事
院
総
裁
あ
て
の
「
公
務

か
残
ら
ず
、
同
じ
小
学
校

規
雇
用
へ
の
転
換
、
給
付

は
扶
養
手
当
問
題

員
の
賃
金
・
労
働
条
件
の

教
師
の
妻
の
収
入
が
あ
っ

型
奨
学
金
実
現
、
教
職
員

に
つ
い
て
の
具
体

改
善
を
求
め
る
署
名
」
約

て
や
っ
と
生
活
で
き
て
い

の
増
員
、
教
育
予
算
の
拡

案
を
い
ま
だ
に
明

万
筆
（
長
崎
高
教
組
は

る
と
話
し
ま
し
た
。
一
人

充
等
の
要
求
の
声
を
、
沿

11

ら
か
に
し
て
い
な

９
７
７
筆
）
を
、
山
口
県

の
親
と
し
て
子
ど
も
が
望

道
の
多
く
の
人
々
が
聞
き

い
。
秋
の
臨
時
国

高
教
組
の
羽
鳥
敦
司
書
記

む
習
い
事
を
削
ら
な
け
れ

入
っ
て
い
ま
し
た
。

会
に
む
け
て
Ｔ
Ｐ

次
長
ら
代
表
四
人
が
、
人

ば
な
ら
な
い
切
な
さ
や
、

Ｐ
批
准
問
題
、
社

事
院
職
員
福
祉
局
に
提
出

こ
の
家
計
で
二
人
目
の
子

会
保
障
、
労
働
法

し
ま
し
た
。
こ
の
提
出
行

ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と

制
な
ど
課
題
山
積

動
へ
の
エ
ー
ル
も
込
め
て

に
不
安
が
あ
る
と
続
け
て

全
国
で
と
り
く
ん
で
き
た

「
雇
用
と
年
金
の
確
実
な
接

続
を
求
め
る
署
名
」
９
万
９

千
筆
弱
（
長
崎
高
教
組
は
９

７
７
筆
）
の
提
出
行
動
も
同

時
に
行
わ
れ
、
岐
阜
教
組
の

石
榑
さ
ん
な
ど
代
表
三
人
が

７
月

日
に
開
か
れ
た

で
、
格
差
と
貧
困
層
の
拡

続
け
ば
、
賃
金
の
高
い
大

26

内
閣
人
事
局
に
署
名
を
手
渡

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の

大
が
す
す
ん
で
い
る
こ
と

都
市
部
へ
の
労
働
力
の
流

○
文
科
省
前
要
求
行
動

ニ
ア
新
幹
線
な
ど
の
大
規
模

○
内
閣
人
事
局
要
求
行
動

し
ま
し
た
。

目
安
小
委
員
会
で
目
安
額

を
指
摘
し
、
ア
メ
リ
カ
で

失
が
加
速
さ
れ
る
こ
と
を

午
前
中
に
行
わ
れ
た
文
科

公
共
事
業
費
を
含
む

兆
円

昼
休
み
の
時
間
帯
で
の
内

が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

の
最
賃
引
き
上
げ
の
動
き

指
摘
し
、
最
賃
の
地
域
間

20

省
前
要
求
行
動
で
は
、
全
教

規
模
の
補
正
予
算
を
打
ち
出

閣
人
事
局
要
求
行
動
は
、
首

○
総
決
起
集
会

て
、
８
月
１
日
に
第
二
回

や
、
韓
国
政
府
が
日
本
円

格
差
の
解
消
の
必
要
性
を

等
が
と
り
く
ん
だ

年
度
政

し
て
い
る
こ
と
に
、
全
教
の

相
官
邸
を
背
に
急
な
坂
道
の

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
の
総

長
崎
地
方
最
低
賃
金
審
議

で

円
に
あ
た
る
最
賃
引

強
く
訴
え
ま
し
た
。

17

48

府
予
算
に
お
け
る
教
育
予
算

中
村
教
文
局
長
は
、
ア
ベ
ノ

狭
い
歩
道
に
一
二
〇
〇
人
の

決
起
集
会
で
は
、
主
催
者
挨

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

き
上
げ
を
行
っ
た
こ
と
に

３
点
目
に
は
、｢

二
〇
二

の
増
額
な
ど
を
求
め
る
署
名

ミ
ク
ス
の
失
敗
を
隠
す
た
め

仲
間
が
結
集
し
、
内
閣
人
事

拶
で
小
田
川
全
労
連
議
長

長
崎
県
労
連
は
、
審
議
会

も
触
れ
、
今
こ
そ
最
賃
の

〇
年
ま
で
に
、
で
き
る
だ

「
え
が
お
署
名
」
約
８
万
９

の

兆
円
の
バ
ラ
マ
キ
で
は

局
の
入
る
中
央
合
同
庁
舎
８

が
、
参
院
選
の
結
果
、
憲
法

に
対
し
て
意
見
書
を
提
出

大
幅
な
引
き
上
げ
が
必
要

け
早
期
に
全
国
最
低

円
、

20

800

千
筆
（
長
崎
高
教
組
は
１
４

な
く
、
今
、
切
実
な
声
と
し

号
館
を
取
り
囲
ん
で
要
求
行

改
憲
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ

す
る
と
と
も
に
、
審
議
会

だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

景
気
に
配
慮
し
つ
つ
平
均

２
８
筆
）
を
文
科
省
に
提
出

て
父
母
・
国
民
か
ら
あ
が
っ

動
を
ス
タ
ー
ト
。
主
催
者
あ

た
も
の
の
、
野
党
統
一
候
補

の
中
で
意
見
陳
述
を
す
る

続
け
て
大
場
議
長
は
、

千
円｣

を
実
現
す
る
と
い
う

し
ま
し
た
。
安
倍
政
権
が
リ

て
い
る
の
は
、
就
学
援
助
制

い
さ
つ
で
岡
部
勘
市
代
表
委

が

の
一
人
区
で
当
選
し
確

こ
と
を
求
め
て
い
ま
し
た

最
賃
の
地
域
間
格
差
が
広

二
〇
一
〇
年
の
政
労
使
合

ら
は
、
賛
意
が
表
明
さ
れ

11

度
の
充
実
と
高
校
生
へ

員
（
国
公
労
連
委
員
長
）
は
、

か
な
手
ご
た
え
が
実
感
で
き

が
、
こ
の
日
、
陳
述
が
認

が
り
続
け
て
い
る
こ
と
を

意
の
早
期
実
現
を
求
め
、

ま
し
た
。

の
拡
充
、
高
校
生
・
大

「
内
閣
人
事
局
は
一
昨
年
の

て
い
る
、
こ
の
動
き
を
都
知

め
ら
れ
、
大
場
県
労
連
議

指
摘
し
、
地
域
間
格
差
の

４
点
目
と
し
て
、
最
低
限

こ
の
後
、
審
議
会
は
、

学
生
へ
の
給
付
型
奨
学

５
月

日
に
設
置
さ
れ
、
多

事
選
で
断
ち
切
っ
て
は
な
ら

長(
前
高
教
組
委
員
長)

が

縮
小
が
絶
対
必
要
だ
と
訴

の
労
働
基
準
を
確
立
す
る

中
央
最
賃
審
議
会
の
答
申

30

金
制
度
の
創
設
と
そ
の

く
の
権
限
を
集
中
す
る
強
大

な
い
と
訴
え
、
首
都
東
京
か

意
見
陳
述
を
行
い
ま
し
た
。

え
ま
し
た
。
現
在
の
最
賃

た
め
に
は
、｢

支
払
い
能
力｣

の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

財
源
の
確
保
で
あ
り
安

な
使
用
者
機
関
と
な
っ
た
。

ら
憲
法
改
悪
阻
止
と
戦
争
法

こ
の
日
の
審
議
会
に
は
、

は
、
最
高
額
の
東
京
と
長

に
固
執
す
る
の
で
は
な
く
、

の
報
告
を
受
け
、
県
内
の

倍
政
権
が
教
育
の
効
率

労
働
基
本
権
の
回
復
に
む
け

廃
止
の
運
動
を
巻
き
起
こ
さ

公
益
委
員
・
労
働
者
側
委

崎
と
で
は

円
も
の
開
き

生
計
費
原
則
な
ど
の
生
活

最
賃
の
改
定
に
つ
い
て
具

213

化
な
ど
国
の
責
任
を
放

た
検
討
は
、
棚
ざ
ら
し
の
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え

員
・
経
営
側
委
員
各
五
人

が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
中

実
態
に
重
き
を
置
い
て
最

体
的
な
審
議
を
行
う
専
門

棄
す
る
政
策
を
推
進
し

ま
で
あ
る
」
と
批
判
し
、「
使

ま
し
た
。

の
合
計
一
五
人
全
員
が
出

央
最
低
賃
金
審
議
会
が
示

賃
の
あ
り
方
を
審
議
す
べ

委
員(

公
労
使
各
三
人)

の

よ
う
と
し
て
い
る
と
批

用
者
と
し
て
定
年
延
長
の
実

情
勢
報
告
で
は
井
上
久
事

席
し
、
傍
聴
と
し
て
高
教

し
た
Ａ
～
Ｄ
ラ
ン
ク
の
目

き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

選
出
な
ど
を
行
っ
て
閉
会

判
し
、
文
科
省
は
教
育

施
、
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改

務
局
長
が
「
中
央
最
低
賃
金

組
の
馬
場
書
記
長
他
五
人

安
額
の
と
お
り
に
決
定
さ

こ
う
し
た
大
場
議
長
の

し
、
引
き
続
き
専
門
委
員

予
算
を
増
や
す
べ
き
だ

善
、
大
幅
増
員
な
ど
の
拡
充

審
議
会
で
の
目
安
小
委
員
会

が
参
加
し
ま
し
た
。

れ
れ
ば
、
さ
ら
に
４
円
格

意
見
陳
述
に
対
し
て
、
連

会
が
開
催
さ
れ
て
、
具
体

と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

を
強
く
要
求
す
る
」
と
述
べ

は
Ａ
ラ
ン
ク

円
、
Ｂ
ラ
ン

大
場
議
長
の
意
見
陳
述

差
が
広
が
る
こ
と
に
な
り

合
の
推
薦
を
受
け
て
就
任

的
な
審
議
が
始
ま
り
ま
し

25

ま
し
た
。

ク

円
、
Ｃ
ラ
ン
ク

円
、

で
は
、
ま
ず
、
日
本
社
会

ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
が

し
て
い
る
労
働
側
委
員
か

た
。

24

22

｢

教
育
予
算
の
大
幅
増
額
」｢

公
務
員
賃
金
改
善｣

｢

最
低
賃
金
を
今
す
ぐ
千
円
以
上
へ｣

…
一
七
〇
〇
人
が
結
集
し
て
大
き
く
ア
ピ
ー
ル

第
二
回
長
崎
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

｢

今
こ
そ
最
賃
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が
必
要｣

…

大
場
県
労
連
議
長
が
意
見
陳
述

組合は であい ふれあい たかめあい

７･27中央行動
７
月

日
、
「

年
度
概
算
要
求

27

17

に
向
け
た
文
科
省
前
要
求
行
動
」「
定

年
延
長
・
大
幅
増
員
実
現
・
労
働
基

本
権
回
復
等
を
求
め
る
内
閣
人
事
局

要
求
行
動
」
「
公
務
員
賃
金
改
善
・

配
偶
者
手
当
改
悪
阻
止
・
給
与
制
度

の
総
合
的
見
直
し
中
止
を
求
め
る
人

事
院
包
囲
行
動｣

の
三
つ
の
要
求
行

動
と
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
の
総
決

起
集
会
に
、
長
崎
高
教
組
か
ら
、
平

井
さ
ん(
長
崎
明
誠
分
会)

、
勝
村
さ
ん

(

島
原
農
分
会)
、
田
中
さ
ん(

大
村
工

分
会)

、
松
尾
さ
ん(
国
見
分
会)

と
本

部
の
寺
田
書
記
次
長
の
合
計
五
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
一
七
〇

〇
人
を
超
え
る
行
動
参
加
者
が
集
ま

り
、
今
季
最
大
の
要
求
行
動
と
な
り

ま
し
た
。
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に
対
し
て
二
〇
一
〇
年
以
降

教
授
は
指
摘
し
ま
し
た
。

の｢

第
三
の
時
代｣

は
、中
東
、

こ
う
し
た
情
勢
の
中
で

欧
州
・
ロ
シ
ア
、
南
ア
ジ
ア
、

核
廃
絶
の
と
り
く
み
を
す

北
東
ア
ジ
ア
で
の
緊
張
が
増

す
め
て
い
く
た
め
に
、｢

核

大
し
て
冷
戦
思
考
や
核
抑
止

兵
器
の
非
人
道
性｣

へ
の
認

論
が
復
活
し
て
き
て
い
る
こ

識
の
広
が
り
と
い
う
国
際

県
保
険
医
協
会
や
新
婦

る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

代｣

、
冷
戦
後
か
ら

世
紀

と
、
核
兵
器
の
近
代
化
計
画

的
な
到
達
点
を
踏
ま
え
る

21

人
、
県
労
連
、
民
医
連
な
ど

た
。

初
頭
ま
で
の｢

第
二
の
時
代｣

が
進
展
し
て
き
て
い
る
こ

こ
と
、
核
抑
止
に
依
存
し

と
と
も
に
高
教
組
も
参
加
し

講
演
の
中
で
鈴
木
教
授

と
異
な
る
情
勢
が
現
れ
て
い

と
、
核
兵
器
に
転
用
で
き
る

な
い
安
全
保
障
の
枠
組
み

て
い
る｢

非
核
の
政
府
を
求

は
、
現
在
の
情
勢
に
つ
い
て
、

る
と
す
る
考
え
方
で
す
。

核
物
質(

原
発
の
使
用
済
み

を
構
築
す
る
こ
と
、
そ
の

め
る
長
崎
県
民
の
会｣

の
総

核
軍
縮
は
停
滞
し
、
核
兵
器

｢

第
一
の
時
代｣

の
特
徴

燃
料
等)

の
在
庫
量
が
増
加

試
み
と
し
て
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｎ
Ａ

会
が
、
７
月

日
に
開
催
さ

の
近
代
化
計
画
、
核
テ
ロ
リ

は
、
核
抑
止
論
の
も
と
で
の

し
て
き
て
い
る
こ
と
が
特
徴

が
提
唱
し
て
い
る｢

北
東
ア

廃
絶
国
際
署
名｣

の

22

れ
ま
し
た
。

ズ
ム
の
脅
威
、
欧
州
・
南
ア

米
ソ
に
よ
る｢

恐
怖
の
均

と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ジ
ア
非
核
兵
器
地
帯
に
向

と
り
く
み
な
ど
を

総
会
の
開
催
に
先
立
っ

ジ
ア
・
北
東
ア
ジ
ア
の
緊
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組合は であい ふれあい たかめあい

馬場書記長の分会キャラバン報告

レンタカーで対馬を縦断し
4分会を訪問

７月28日の夕方の飛行機で対馬に入り、対馬高校分会のお二人と田中支部長

と一緒に夕食をとりながら懇談を行い、翌29日にレンタカーで上対馬高校、豊

玉高校、対馬高校及び虹の原特支対馬分教室の各分会を訪問しました。各分会

からいろいろお話をうかがうことができましたが、その中から特徴的な部分だ

けご紹介します。

○夕食懇談会で（対馬高校分会を中心に）

28日の夕食懇談会には、対馬高校分会から

北島分会長と松尾さんにおいでいただき、職

場の様子等をうかがいました。ちょうど1年生

が男女別で２泊３日の学習合宿の最中という

ことで、職場の多忙さが話題になり、忙しさ

で労働条件の問題などもじっくり考えられな

いのではないかという話がありました。合わ

せて、欠員補充の講師が多いこととの関係で、今年度から定期健康診断の公費

負担が実現したことを喜ぶとともに、さらなる待遇改善の必要性を改めて確認

し合いました。また、総合共済への新加入があったので、お祝いのグッズ(加入

者と勧誘者へのQUOカード等)をお渡ししたところ、大変喜んでもらいました。

※田中支部長からも虹の原対馬分教室の様子をうかがいましたが、その部分も

含めて29日の分会訪問の項で記載します。

○上対馬高校分会

29日の最初の訪問先は上対馬高校分会です。厳原のホ

テルを９時過ぎに出発して、いくつものトンネルや山中

の曲がり道、その途中に表れる陸地に深く入り込んだ入

り江など、対馬の島の大きさを感じながら、11時過ぎに

上対馬高校に到着しました。大浦分会長との懇談では、

若い先生を中心に夜遅くまで残って仕事をしている状況

の中で、今年度着任した校長が早く帰ることをかなり意

識して指導していることや、大浦分会長も学校行事等の

状況に応じて早く帰れるような配慮を管理職に求めてい

るという話をうかがいました。１人分会で若い教職員へ

のはたらきかけに苦労しているという話もありましたが、１人であっても職場

に分会があり、組合の情報を伝え、管理職にはたらきかけができる意義は大き

いことを改めて確認しました。

○豊玉高校分会

次の訪問先は豊玉高校分会です。ここでは、地元で評判の食

堂で対州黄金あなごの定食をごちそうになりながら、袋良分会

長と懇談しました。まず、袋良分会長自身が小さなお子さんを

抱えての赴任だったことから、子育て環境に関する話をうかが

いました。お話では、教職員や県職員の家庭を中心に｢へき地

保育所｣を利用しているということでしたが、習い事をさせる環境がないという

問題も指摘されました。職場の問題としては、教諭と養護教諭で11人という小

所帯で他校と同様の分掌の仕事を回さなければならない大変さや、県教委の主

導で家庭と音楽で実施されている｢遠隔授業｣(Web会議システムを利用して、対

馬高校にいる教員が豊玉高校の生徒に対する授業を行う)の不合理性等について

具体的な話をうかがいました。

○虹の原特支高等部対馬分教室分会

最後の訪問先は虹の原特支高等部対馬分教室分

会と対馬高校分会です。対馬高校の空き教室を利

用して分教室が設置されているので、建物として

は同じ建物になりますが、まずは、虹の原の分教

室を訪問しました。最初に職員室にうかがいまし

たが、部主事や中学部の訪問教育担当も含めて８

人の皆さんが、小さな部屋で机を寄せて、お互い

の顔が見える形で仕事をしておられ、とてもアッ

トホームな雰囲気でした。その後、教室などを見

せてもらいましたが、細かいところまで生徒に配慮した掲示や備品の配置等が

よくわかりました。また、高教組が数年来要求していた養護教諭の兼任(対馬高

校の養護教諭が分教室も兼任していた)が解消されて、専任の養護助教諭が配置

され、それまでできなかった細かなとりくみもできるようになったという話を

うかがうとともに、保健室の整備等、今後の課題も確認されました。

この後、対馬高校の職員室にもうかがいましたが、前日にいろいろお話しし

ていたので、あいさつ程度で終わりました。

南北80㎞を超える道のりをほぼ往復する形になり、広い島内に点在する分会

を訪問する、文字通りのキャラバンという感じでした。田中支部長をはじめ対

馬支部の皆さんには大変お世話になりました。ありがとうございました。（馬場）

学校行事の舟グロー大

会で使用する和船の模

型と大浦分会長

廊下に掲示されていた保健室

だより。養護教諭配置でこう

したとりくみも可能に。

障害児教育について学びあいましょう
障教部定期大会及び県教研障害児教育分科会

障教部では、8月20日(土)13時より、大村市男女共同

参画センターで、第23回定期大会を開催します。定期大

会では、新役員体制の確立、2015年度のとりくみの総括、

2016年度の運動方針の決定を行います。

定期大会終了後は、県教研の障害児教育分科会を開催

します。先の参院選で18歳選挙権が実施されました。障

害児学校での主権者教育のあり方や課題について意見を

交換しましょう。

先日、神奈川県の障害者施設で痛ましい事件が起きま

した。障害児教育に携わる者として、心が張り裂ける思

いです。事件の深層にある社会の変化、価値観の変化な

どについて語りあり、子どもを守り、子どもを大切にす

る教育のために何をなすべきか模索しましょう。

より多くの先生方の参加を期待します。

(2) 第1616号 2016年8月1日(月) 長 崎 高 教 組 新 聞 昭和35年8月11日第三種郵便物認可 毎月1日、15日発行


